
平
成
十
八
年
内
閣
府
令
第
四
十
六
号

会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
に
関
す
る
内

閣
府
令

会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
百
三
十
条

第
九
項
第
六
号
、
第
十
一
項
、
第
十
二
項
、
第
十
四
項
、

第
十
五
項
及
び
第
十
九
項
並
び
に
第
二
百
三
十
三
条
第
四

十
四
項
及
び
第
四
十
九
項
並
び
に
会
社
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
二
百
三
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
に
関
す
る
政
令

（
平
成
十
八
年
政
令
第
百
七
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
会

社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
に
関
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
に
お
い
て
、
「
特
定
資
産
」
、
「
優
先

出
資
」
、
「
特
定
社
員
」
、
「
特
定
出
資
」
、
「
特
定
社

債
」
、
「
特
定
短
期
社
債
」
、
「
特
定
約
束
手
形
」
、
「
資

産
対
応
証
券
」
、
「
特
定
資
本
金
の
額
」
又
は
「
優
先
出

資
社
員
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
資
産
流
動
化
法
（
会
社

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
二
十
九
条
に
規
定
す

る
新
資
産
流
動
化
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
第
二
条
、

第
十
六
条
、
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
特
定
資
産
、
優

先
出
資
、
特
定
社
員
、
特
定
出
資
、
特
定
社
債
、
特
定

短
期
社
債
、
特
定
約
束
手
形
、
資
産
対
応
証
券
、
特
定

資
本
金
の
額
又
は
優
先
出
資
社
員
を
い
う
。

（
登
録
に
あ
た
り
審
査
の
対
象
と
な
る
使
用
人
）

第
二
条
　
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
第
二
百
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例

旧
特
定
目
的
会
社
に
関
す
る
政
令
（
以
下
「
令
」
と
い

う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

は
、
部
長
、
次
長
、
課
長
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有

す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
当
該
登
録
を
受
け
た
も

の
と
み
な
さ
れ
た
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
（
法
第
二
百

三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
業
務
に
関
す
る
あ
る
種
類
の

事
項
（
一
般
投
資
者
の
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い

も
の
を
除
く
。
）
の
委
任
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

（
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
登
録
簿
の
そ
の
他
の
記
載
事

項
）

第
三
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
八
項
第
六
号
に
規
定
す
る

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
登
録
の
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二
　
主
要
な
特
定
社
員
（
特
定
資
本
金
の
額
の
十
分
の

一
以
上
に
当
た
る
特
定
出
資
口
数
を
自
己
又
は
他
人

の
名
義
を
も
っ
て
所
有
し
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
商
号
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
役
員
（
法
第
二
百
三
十
条
第
八
項
第
三
号
に
規
定

す
る
役
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
他
の
法
人
の

常
務
に
従
事
し
、
又
は
事
業
を
営
ん
で
い
る
と
き

は
、
当
該
役
員
の
氏
名
並
び
に
当
該
他
の
法
人
の
商

号
若
し
く
は
名
称
及
び
業
務
の
種
類
又
は
当
該
事
業

の
種
類

（
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
登
録
簿
等
の
縦
覧
）

第
四
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
同
条

第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
特
例
旧

特
定
目
的
会
社
が
現
に
受
け
て
い
る
登
録
を
し
た
財
務

局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
は
、
そ
の
登
録
を
し
た
と

み
な
さ
れ
た
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
に
係
る
特
例
旧
特

定
目
的
会
社
登
録
簿
（
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
特

例
旧
特
定
目
的
会
社
登
録
簿
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
登
録

簿
に
登
録
さ
れ
た
当
該
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
の
資
産

流
動
化
実
施
計
画
（
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
も
の
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
、
当
該
特
例
旧
特
定
目
的
会

社
の
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局

（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
）
に
備
え
置

き
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
は
、
法
第
二
百
三
十
条
第
二

十
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
後
の
資
産
流
動
化
実
施
計

画
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た

資
産
流
動
化
実
施
計
画
に
、
そ
の
写
し
一
部
を
添
付
し

て
、
管
轄
財
務
局
長
（
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
の
主
た

る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所

在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
旧
特
定
目
的
会

社
が
法
第
二
百
三
十
条
第
二
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

変
更
さ
れ
た
資
産
流
動
化
実
施
計
画
を
添
付
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
写
し
の
添
付
は
不
要
と
す
る
。

（
資
産
流
動
化
計
画
の
計
画
期
間
及
び
当
該
計
画
期
間

に
関
す
る
事
項
）

第
五
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
資
産
流
動
化
計
画
の
計
画
期
間
及
び
当
該
計
画
期
間

に
関
す
る
事
項
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
資

産
流
動
化
計
画
の
計
画
期
間
（
特
定
資
産
の
流
動
化

に
係
る
業
務
の
開
始
期
日
か
ら
終
了
期
日
（
法
第
二

百
三
十
四
条
第
一
項
の
資
産
流
動
化
計
画
に
従
っ

て
、
優
先
出
資
の
消
却
又
は
残
余
財
産
の
分
配
並
び

に
特
定
社
債
及
び
特
定
約
束
手
形
に
係
る
債
務
の
履

行
を
完
了
す
る
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
期
間
で
あ
っ

て
、
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
が
定
め
る
期
間
を
い

う
。
以
下
「
計
画
期
間
」
と
い
う
。
）

二
　
特
定
資
産
の
流
動
化
に
係
る
業
務
の
開
始
期
日
と

し
て
定
め
る
年
月
日
（
法
第
二
百
三
十
条
第
七
項
に

規
定
す
る
旧
資
産
流
動
化
法
（
法
第
二
百
二
十
九
条

に
規
定
す
る
旧
資
産
流
動
化
法
を
い
う
。
）
第
三
条

の
登
録
の
年
月
日
が
当
該
開
始
期
日
よ
り
遅
く
な
る

際
に
当
該
登
録
の
年
月
日
を
計
画
期
間
の
開
始
期
日

と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
旨
を
含
む
。
）

三
　
計
画
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
を
予
定
す
る
場
合
は

そ
の
旨

四
　
計
画
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
の
決
定
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
事
項
（
資
産
流
動
化
計
画
に
前
号
に
掲
げ

る
事
項
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
る
場
合
に
限

る
。
）

イ
　
資
産
対
応
証
券
の
保
有
者
及
び
法
第
二
百
三
十

二
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
特
定
社
債
管
理
者

（
特
定
社
債
に
物
上
担
保
が
付
さ
れ
る
場
合
は
担

保
付
社
債
信
託
法
（
明
治
三
十
八
年
法
律
第
五
十

二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
信
託
会
社
）
（
以
下

「
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ

て
、
当
該
決
定
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
も

の
が
、
当
該
決
定
を
自
ら
の
判
断
に
基
づ
き
行
う

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
（
当
該
利
害
関
係

を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
が
、
当
該
決

定
を
自
ら
の
判
断
に
基
づ
き
行
っ
た
と
み
な
す
た

め
の
要
件
を
含
む
。
）

ロ
　
当
該
決
定
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産

対
応
証
券
保
有
者
等
が
、
事
前
に
十
分
な
時
間
的

余
裕
を
も
っ
て
当
該
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
及
び

当
該
決
定
の
内
容
を
知
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め

の
方
法

ハ
　
当
該
決
定
に
反
対
す
る
優
先
出
資
社
員
に
そ
の

保
有
す
る
優
先
出
資
の
買
取
請
求
権
を
認
め
る
場

合
は
そ
の
旨

（
優
先
出
資
に
係
る
発
行
及
び
消
却
に
関
す
る
事
項
）

第
六
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
二
号
イ
に
規
定

す
る
優
先
出
資
の
総
額
、
優
先
出
資
の
内
容
そ
の
他
の

発
行
に
関
す
る
事
項
及
び
消
却
に
関
す
る
事
項
と
し
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
総
額
（
発
行
総
口
数
に
額
面
金
額
を
掛
け
合
わ
せ

た
額
の
上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
種
類
ご
と
の
総
額

二
　
優
先
出
資
の
内
容
（
利
益
の
配
当
又
は
残
余
財
産

の
分
配
の
方
法
を
含
む
。
）

三
　
新
資
産
流
動
化
法
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
優
先

出
資
の
消
却
を
行
う
旨
そ
の
他
の
消
却
に
関
す
る
事

項
四
　
発
行
時
期

五
　
各
発
行
ご
と
の
発
行
口
数

六
　
各
発
行
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
資
金
の
使
途

七
　
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を

変
更
す
る
予
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
、
そ
の

変
更
を
行
う
た
め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
変
更
し
た

内
容
を
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者

等
へ
周
知
す
る
方
法

八
　
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が
確

定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を

確
定
す
る
た
め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た
内

容
を
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等

へ
周
知
す
る
方
法

（
特
定
社
債
に
係
る
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
事
項
）

第
七
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定

す
る
特
定
社
債
（
特
定
短
期
社
債
を
除
く
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
額
、
特
定
社
債
の
内
容
そ

の
他
の
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
事
項
と
し
て
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
総
額
（
発
行
予
定
残
高
の
上
限
を
い
う
。
）

二
　
特
定
社
債
の
内
容
（
利
息
の
支
払
に
関
す
る
こ
と

を
含
む
。
）

三
　
発
行
時
期

四
　
各
発
行
ご
と
の
発
行
価
額

五
　
各
発
行
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
資
金
の
使
途

六
　
特
定
社
債
に
係
る
信
用
補
完
又
は
流
動
性
補
完

（
特
定
資
産
の
管
理
及
び
処
分
の
状
況
又
は
一
時
的

な
資
金
不
足
に
よ
っ
て
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
に
当
該
債
務
の
履
行
を
担
保
す
る

た
め
の
措
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
概
要

七
　
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支
払
の
方
法
及
び
期
限

八
　
期
限
前
償
還
を
予
定
す
る
場
合
は
そ
の
内
容
（
期

限
前
償
還
の
対
象
と
な
る
特
定
社
債
の
範
囲
、
期
限

前
償
還
の
要
件
又
は
利
息
の
計
算
方
法
を
含
む
。
）

九
　
新
資
産
流
動
化
法
第
百
二
十
六
条
に
規
定
す
る
特

定
社
債
管
理
者
又
は
担
保
付
社
債
信
託
法
第
一
条
に

規
定
す
る
信
託
会
社
（
特
定
社
債
に
物
上
担
保
が
付

さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
の
商
号
又
は
名
称

十
　
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が

確
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容

を
確
定
す
る
た
め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た

1



内
容
を
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者

等
へ
周
知
す
る
方
法

（
特
定
短
期
社
債
に
係
る
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
事

項
）

第
八
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
二
号
ハ
に
規
定

す
る
特
定
短
期
社
債
の
限
度
額
そ
の
他
の
発
行
及
び
償

還
に
関
す
る
事
項
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
限
度
額
（
発
行
予
定
残
高
の
上
限
を
い
う
。
）

二
　
特
定
短
期
社
債
の
内
容

三
　
発
行
時
期

四
　
各
発
行
ご
と
の
発
行
価
額

五
　
各
発
行
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
資
金
の
使
途

六
　
特
定
短
期
社
債
に
係
る
信
用
補
完
又
は
流
動
性
補

完
の
概
要

七
　
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支
払
の
方
法
及
び
期
限

八
　
期
限
前
償
還
を
予
定
す
る
場
合
は
そ
の
内
容
（
期

限
前
償
還
の
対
象
と
な
る
特
定
短
期
社
債
の
範
囲
、

期
限
前
償
還
の
要
件
又
は
利
息
の
計
算
方
法
を
含

む
。
）

九
　
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が

確
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容

を
確
定
す
る
た
め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た

内
容
を
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者

等
へ
周
知
す
る
方
法

（
特
定
約
束
手
形
に
係
る
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
事

項
）

第
九
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
二
号
ニ
に
規
定

す
る
特
定
約
束
手
形
の
限
度
額
そ
の
他
の
発
行
及
び
償

還
に
関
す
る
事
項
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
限
度
額
（
発
行
予
定
残
高
の
上
限
を
い
う
。
）

二
　
特
定
約
束
手
形
の
内
容

三
　
発
行
時
期

四
　
各
発
行
ご
と
の
発
行
価
額

五
　
各
発
行
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
資
金
の
使
途

六
　
特
定
約
束
手
形
に
係
る
信
用
補
完
又
は
流
動
性
補

完
の
概
要

七
　
償
還
の
方
法
及
び
期
限

八
　
期
限
前
償
還
を
予
定
す
る
場
合
は
そ
の
内
容
（
期

限
前
償
還
の
対
象
と
な
る
特
定
約
束
手
形
の
範
囲
、

期
限
前
償
還
の
要
件
又
は
利
息
の
計
算
方
法
を
含

む
。
）

九
　
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が

確
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容

を
確
定
す
る
た
め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た

内
容
を
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者

等
へ
周
知
す
る
方
法

（
特
定
資
産
の
取
得
に
関
す
る
事
項
）

第
十
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
三
号
に
規
定
す

る
特
定
資
産
の
取
得
に
関
す
る
事
項
と
し
て
内
閣
府
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
特
定
資
産
（
従
た
る
特
定
資
産
（
新

資
産
流
動
化
法
第
四
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る

従
た
る
特
定
資
産
を
い
う
。
次
条
第
一
号
及
び
第
十

二
条
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
特
定
資

産
の
内
容
と
し
て
次
に
定
め
る
事
項

イ
　
不
動
産
　
当
該
不
動
産
の
所
在
、
地
番
（
確
定

し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
在
す
る
市
町

村
（
東
京
都
の
特
別
区
を
含
む
。
）
）
そ
の
他
当
該

不
動
産
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
、
そ
の

主
た
る
用
途
及
び
面
積
、
担
保
の
設
定
状
況
並
び

に
譲
渡
人
に
関
す
る
こ
と
（
特
定
資
産
の
候
補
と

な
る
不
動
産
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
各

不
動
産
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
事
項
）
。

ロ
　
指
名
金
銭
債
権
　
当
該
指
名
金
銭
債
権
の
種

類
、
構
成
、
担
保
又
は
保
証
の
設
定
状
況
、
譲
渡

人
そ
の
他
の
当
該
指
名
金
銭
債
権
の
属
性
に
関
す

る
こ
と
。

ハ
　
不
動
産
又
は
指
名
金
銭
債
権
を
信
託
す
る
信
託

の
受
益
権
　
当
該
信
託
に
係
る
信
託
財
産
に
関
す

る
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
信
託
の

受
益
権
の
内
容
及
び
譲
渡
人
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
資
産
（
特
定
資
産
が
法
第
二
百
三
十
条
第
三

項
第
三
号
に
掲
げ
る
信
託
の
受
益
権
で
あ
る
場
合

は
、
当
該
信
託
に
係
る
信
託
財
産
で
あ
る
不
動
産
又

は
指
名
金
銭
債
権
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
権
利
の
移
転
に
関
す
る
こ
と
（
特
定
資

産
の
譲
渡
に
係
る
第
三
者
対
抗
要
件
の
具
備
又
は
買

戻
特
約
の
設
定
状
況
を
含
む
。
）
。

三
　
特
定
資
産
の
取
得
予
定
時
期

四
　
特
定
資
産
の
取
得
予
定
価
格
（
取
得
さ
れ
る
特
定

資
産
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
新
資
産
流
動
化

法
第
四
十
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
資
産

の
価
格
を
知
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
概
要
及
び
次

に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
。
）

イ
　
特
定
資
産
が
新
資
産
流
動
化
法
第
四
十
条
第
一

項
第
八
号
イ
又
は
第
百
二
十
二
条
第
一
項
第
十
八

号
イ
に
掲
げ
る
資
産
で
あ
る
と
き
は
、
新
資
産
流

動
化
法
第
四
十
条
第
一
項
第
八
号
イ
又
は
第
百
二

十
二
条
第
一
項
第
十
八
号
イ
に
規
定
す
る
当
該
資

産
に
係
る
不
動
産
の
鑑
定
評
価
の
結
果

ロ
　
特
定
資
産
が
新
資
産
流
動
化
法
第
四
十
条
第
一

項
第
八
号
ロ
又
は
第
百
二
十
二
条
第
一
項
第
十
八

号
ロ
に
掲
げ
る
資
産
で
あ
る
と
き
は
、
新
資
産
流

動
化
法
第
四
十
条
第
一
項
第
八
号
ロ
又
は
第
百
二

十
二
条
第
一
項
第
十
八
号
ロ
に
規
定
す
る
当
該
資

産
の
価
格
に
つ
き
調
査
し
た
結
果

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を
確
定
す
る
た

め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た
内
容
を
利
害
関

係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
へ
周
知
す
る

方
法

六
　
第
三
号
に
関
し
、
特
定
資
産
の
取
得
が
当
該
取
得

予
定
時
期
か
ら
遅
れ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た

場
合
に
そ
の
旨
を
速
や
か
に
利
害
関
係
を
有
す
る
資

産
対
応
証
券
保
有
者
等
へ
周
知
す
る
方
法
並
び
に
取

得
を
中
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
要
件
又
は

決
定
の
手
続
及
び
当
該
決
定
を
利
害
関
係
を
有
す
る

資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
へ
周
知
す
る
方
法

（
特
定
資
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
事
項
）

第
十
一
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
四
号
に
規
定

す
る
特
定
資
産
の
管
理
及
び
処
分
に
係
る
業
務
の
受
託

者
そ
の
他
の
特
定
資
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
事

項
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

一
　
特
定
資
産
（
従
た
る
特
定
資
産
を
除
く
。
次
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
及
び
処
分
に
係
る
業
務
の

受
託
者
又
は
受
託
予
定
者
の
商
号
又
は
名
称
、
営
業

所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
者
に

関
す
る
こ
と
（
こ
れ
ら
の
者
が
確
定
し
て
い
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、
受
託
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る
要

件
）
。

二
　
受
託
者
に
委
託
す
る
予
定
の
業
務
の
種
類
、
内
容

及
び
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
の
利
害
に
関
係
す
る

事
項
（
取
得
さ
れ
る
特
定
資
産
が
指
名
金
銭
債
権
の

場
合
は
そ
の
回
収
の
方
法
、
特
定
資
産
と
し
て
取
得

さ
れ
る
不
動
産
を
開
発
す
る
場
合
は
そ
の
開
発
の
予

定
期
間
及
び
そ
の
開
発
内
容
を
含
む
。
）

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を
確
定
す
る
た

め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た
内
容
を
利
害
関

係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
へ
周
知
す
る

方
法

（
そ
の
他
特
定
資
産
の
流
動
化
に
係
る
業
務
に
関
す
る

事
項
）

第
十
二
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
五
号
に
規
定

す
る
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
資
産
流
動
化
計
画
の
概
要

二
　
計
画
期
間
中
に
二
以
上
の
資
産
対
応
証
券
の
発
行

を
予
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
（
発
行

を
予
定
す
る
資
産
対
応
証
券
の
種
類
、
優
先
的
内

容
、
発
行
時
期
及
び
償
還
時
期
を
含
む
。
）

三
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を
確
定
す
る
た
め

の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た
内
容
を
利
害
関
係

を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
へ
周
知
す
る
方

法
四
　
新
資
産
流
動
化
法
第
二
百
十
一
条
に
規
定
す
る
場

合
に
お
い
て
資
金
の
借
入
れ
を
予
定
す
る
場
合
は
そ

の
旨
及
び
そ
の
内
容
（
借
入
金
額
、
借
入
時
期
、
借

入
期
間
、
借
入
資
金
の
使
途
及
び
借
入
れ
に
対
す
る

担
保
設
定
を
含
む
。
）

五
　
資
産
流
動
化
計
画
に
前
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載

さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
借
入

限
度
額
（
借
入
残
高
か
ら
、
特
定
資
産
の
購
入
に
充

て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
特
例
旧
特
定
目

的
会
社
が
借
入
れ
を
行
う
時
点
で
予
定
す
る
一
定
の

期
間
内
に
、
資
産
流
動
化
計
画
に
定
め
ら
れ
た
方
法

に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
資
産
対
応
証
券
に
よ
り
調
達

さ
れ
る
資
金
を
も
っ
て
弁
済
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
借
入
れ
の
額
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）

六
　
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を
確
定
す
る
た

め
の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た
内
容
を
利
害
関

係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
へ
周
知
す
る

方
法

七
　
特
定
目
的
会
社
が
借
入
れ
を
行
う
時
点
で
予
定
す

る
一
定
の
期
間
内
に
、
資
産
対
応
証
券
の
発
行
に
よ

り
当
該
借
入
れ
の
弁
済
に
足
る
資
金
の
調
達
が
行
わ

れ
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
速
や

か
に
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等

へ
周
知
す
る
方
法
及
び
当
該
借
入
れ
に
関
す
る
そ
の

後
の
対
応
を
決
定
す
る
た
め
の
要
件
又
は
手
続
（
特

定
資
産
の
購
入
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か

つ
、
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
が
借
入
れ
を
行
う
時
点

で
予
定
す
る
一
定
の
期
間
内
に
、
資
産
流
動
化
計
画

に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
資
産
対

応
証
券
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
資
金
を
も
っ
て
弁
済
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
資
金
の
借
入
れ
を
行
う
場
合

に
限
る
。
）

八
　
新
資
産
流
動
化
法
第
二
百
十
三
条
に
規
定
す
る
場

合
に
お
い
て
特
定
資
産
（
従
た
る
特
定
資
産
を
除

く
。
）
を
貸
し
付
け
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
又
は
担

保
に
供
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
場
合
は
そ
の
旨
及
び

そ
の
内
容
（
時
期
及
び
理
由
を
含
む
。
）

九
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を
確
定
す
る
た
め

2



の
要
件
又
は
手
続
及
び
確
定
し
た
内
容
を
利
害
関
係

を
有
す
る
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
へ
周
知
す
る
方

法
十
　
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
総
額
、
第
七
条
第
一

号
に
規
定
す
る
総
額
、
第
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る

限
度
額
、
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
限
度
額
又
は

借
入
限
度
額
の
変
更
の
決
定
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る

事
項

イ
　
当
該
決
定
を
行
う
予
定
が
あ
る
場
合
は
そ
の
旨

ロ
　
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
で
あ
っ
て
、
当
該
決

定
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
が
、
当
該

決
定
を
自
ら
の
判
断
に
基
づ
き
行
う
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
の
手
続
（
当
該
利
害
関
係
を
有
す
る
資

産
対
応
証
券
保
有
者
等
が
当
該
決
定
を
自
ら
の
判

断
に
基
づ
き
行
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
要
件
を
含

む
。
）

ハ
　
当
該
決
定
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
資
産

対
応
証
券
保
有
者
等
が
、
事
前
に
十
分
な
時
間
的

余
裕
を
も
っ
て
当
該
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
及
び

当
該
決
定
の
内
容
を
知
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め

の
方
法

ニ
　
当
該
決
定
に
反
対
す
る
優
先
出
資
社
員
に
そ
の

保
有
す
る
優
先
出
資
の
買
取
請
求
権
を
認
め
る
場

合
は
そ
の
旨

十
一
　
発
行
さ
れ
る
優
先
出
資
又
は
特
定
社
債
の
取
得

の
申
込
み
の
勧
誘
が
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ハ

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
資
産
流
動
化
計
画
及
び
資

産
流
動
化
実
施
計
画
を
新
資
産
流
動
化
法
第
四
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
通
知
又
は
新
資
産
流
動
化
法
第

百
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
知
を
す
る
と
き

に
交
付
す
る
旨

十
二
　
資
産
流
動
化
計
画
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ

れ
る
事
項
の
う
ち
、
発
行
さ
れ
る
資
産
対
応
証
券
に

関
す
る
事
項
の
内
容
を
確
定
す
る
た
め
の
手
続
は
当

該
発
行
が
行
わ
れ
る
前
に
行
う
も
の
と
し
、
か
つ
、

一
定
の
方
法
で
速
や
か
に
確
定
し
た
内
容
の
周
知
を

図
る
旨

十
三
　
そ
の
定
款
に
資
産
流
動
化
計
画
に
基
づ
く
業
務

が
終
了
し
た
後
他
の
資
産
流
動
化
計
画
に
基
づ
く
業

務
を
行
う
旨
の
定
め
の
あ
る
新
資
産
流
動
化
法
第
五

十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
種
特
定
目

的
会
社
が
特
定
社
債
及
び
特
定
約
束
手
形
に
係
る
債

務
の
履
行
を
完
了
す
る
場
合
又
は
そ
の
資
産
流
動
化

計
画
に
優
先
出
資
の
消
却
を
行
う
旨
の
定
め
の
あ
る

同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
種
特
定
目
的
会
社

（
以
下
「
第
二
種
特
定
目
的
会
社
」
と
い
う
。
）
が
優

先
出
資
の
消
却
を
完
了
す
る
場
合
に
お
い
て
、
残
存

す
る
財
産
を
特
定
社
員
と
資
産
対
応
証
券
を
保
有
す

る
も
の
と
の
間
で
分
配
す
る
方
法

十
四
　
外
国
為
替
相
場
の
変
動
に
よ
る
影
響
、
特
定
資

産
の
流
動
化
に
係
る
法
制
度
の
概
要
、
特
定
資
産
の

流
動
化
に
係
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
利
用
の
方
針

そ
の
他
の
一
般
投
資
者
保
護
の
観
点
か
ら
記
載
又
は

記
録
が
必
要
な
事
項

（
電
磁
的
記
録
）

第
十
三
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

内
閣
府
令
で
定
め
る
電
磁
的
記
録
は
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確

実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ
て
調
製

す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
と
す
る
。

（
資
産
流
動
化
実
施
計
画
）

第
十
四
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り

資
産
流
動
化
実
施
計
画
に
記
載
し
、
又
は
記
録
す
べ
き

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
に
掲
げ
る
資
産
対
応
証

券
に
係
る
事
項
の
確
定
し
た
内
容
（
第
六
条
第
八

号
、
第
七
条
第
十
号
、
第
八
条
第
九
号
又
は
第
九
条

第
九
号
に
掲
げ
る
要
件
又
は
手
続
に
従
い
確
定
し
た

内
容
を
含
む
。
）

二
　
第
十
条
に
掲
げ
る
特
定
資
産
の
取
得
に
関
す
る
事

項
の
確
定
し
た
内
容
（
同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
要
件

又
は
手
続
に
従
い
確
定
し
た
内
容
を
含
む
。
）

三
　
第
十
一
条
に
掲
げ
る
特
定
資
産
の
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
事
項
の
確
定
し
た
内
容
（
同
条
第
三
号
に

掲
げ
る
要
件
又
は
手
続
に
従
い
確
定
し
た
内
容
を
含

む
。
）

四
　
第
十
二
条
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
同
条
第
三

号
、
第
六
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
要
件
又
は
手
続

に
従
い
確
定
し
た
内
容

五
　
資
産
流
動
化
実
施
計
画
の
直
近
の
変
更
年
月
日

六
　
そ
の
他
資
産
流
動
化
計
画
に
お
い
て
資
産
流
動
化

実
施
計
画
に
記
載
し
、
又
は
記
録
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
事
項

七
　
新
資
産
流
動
化
法
第
百
九
十
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
附
帯
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

（
登
録
申
請
書
の
そ
の
他
の
記
載
事
項
）

第
十
五
条
　
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
は
、
法
第
二
百
三
十

条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
に
よ
り
作
成
し
た
変
更
届
出

書
に
、
当
該
変
更
届
出
書
の
写
し
一
通
及
び
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
管
轄
財
務
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
商
号
を
変
更
し
た
場
合
　
当
該
変
更
に
係
る
事
項

を
記
載
し
た
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
の
登
記
事
項
証

明
書

二
　
事
業
所
の
設
置
、
所
在
地
の
変
更
又
は
廃
止
を
し

た
場
合
　
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
特
例

旧
特
定
目
的
会
社
の
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
に

代
わ
る
書
面

三
　
役
員
又
は
重
要
な
使
用
人
（
令
第
一
条
に
規
定
す

る
使
用
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
　
新
た
に
役
員
又
は
重
要
な
使
用
人
と
な
っ

た
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
役
員
及
び
重
要
な
使
用
人
の
住
民
票
の
写
し
若

し
く
は
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書
（
当
該
役
員

又
は
重
要
な
使
用
人
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
は
、

在
留
カ
ー
ド
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九

条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
を
い
う
。
次
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
写
し
、
特
別
永
住
者
証
明

書
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国

籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特

例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
を
い
う
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
写
し
、
住
民
票
の
写

し
又
は
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ

ら
に
代
わ
る
書
面

ロ
　
役
員
及
び
重
要
な
使
用
人
の
婚
姻
前
の
氏
名
を

当
該
役
員
及
び
重
要
な
使
用
人
の
氏
名
に
併
せ
て

別
紙
様
式
第
一
号
に
よ
り
作
成
し
た
変
更
届
出
書

に
記
載
し
た
場
合
に
お
い
て
、
イ
に
掲
げ
る
書
類

が
当
該
役
員
及
び
重
要
な
使
用
人
の
婚
姻
前
の
氏

名
を
証
す
る
も
の
で
な
い
と
き
は
、
当
該
婚
姻
前

の
氏
名
を
証
す
る
書
面

ハ
　
役
員
及
び
重
要
な
使
用
人
が
法
第
二
百
三
十
三

条
第
三
十
九
項
第
一
号
ロ
（
２
）
及
び
（
３
）
に

該
当
し
な
い
旨
の
官
公
署
の
証
明
書
（
当
該
役
員

又
は
重
要
な
使
用
人
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
に

は
、
別
紙
様
式
第
二
号
に
よ
り
作
成
し
た
誓
約

書
）

ニ
　
別
紙
様
式
第
三
号
に
よ
り
作
成
し
た
役
員
及
び

重
要
な
使
用
人
の
履
歴
書

ホ
　
別
紙
様
式
第
四
号
に
よ
り
作
成
し
た
法
第
二
百

三
十
三
条
第
三
十
九
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
（
１
）

か
ら
（
６
）
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ

と
を
誓
約
す
る
書
面

四
　
会
計
参
与
を
選
任
す
る
場
合
又
は
会
計
参
与
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
　
新
た
に
会
計
参
与
と
な
っ
た
者

に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
会
計
参
与
が
新
資
産
流
動
化
法
第
七
十
一
条
第

一
項
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
面
又
は
そ
の
写

し
ロ
　
別
紙
様
式
第
三
号
に
よ
り
作
成
し
た
会
計
参
与

の
履
歴
書

ハ
　
会
計
参
与
の
住
民
票
の
写
し
若
し
く
は
住
民
票

の
記
載
事
項
証
明
書
（
会
計
参
与
が
外
国
人
で
あ

る
場
合
は
、
在
留
カ
ー
ド
の
写
し
、
特
別
永
住
者

証
明
書
の
写
し
、
住
民
票
の
写
し
又
は
住
民
票
の

記
載
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
書
面

（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
別
紙
様
式
第

五
号
に
よ
り
作
成
し
た
会
計
参
与
の
沿
革
を
記
載

し
た
書
面
及
び
登
記
事
項
証
明
書
）

ニ
　
会
計
参
与
の
婚
姻
前
の
氏
名
を
当
該
会
計
参
与

の
氏
名
に
併
せ
て
別
紙
様
式
第
一
号
に
よ
り
作
成

し
た
変
更
届
出
書
に
記
載
し
た
場
合
に
お
い
て
、

ハ
に
掲
げ
る
書
類
が
当
該
会
計
参
与
の
婚
姻
前
の

氏
名
を
証
す
る
も
の
で
な
い
と
き
は
、
当
該
婚
姻

前
の
氏
名
を
証
す
る
書
面

ホ
　
別
紙
様
式
第
六
号
に
よ
り
作
成
し
た
会
計
参
与

が
新
資
産
流
動
化
法
第
七
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
（
平
成
十
七
年

法
律
第
八
十
六
号
）
第
三
百
三
十
三
条
第
三
項
各

号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

五
　
主
要
な
特
定
社
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
　
別
紙

様
式
第
七
号
に
よ
り
作
成
し
た
特
定
社
員
の
名
簿
及

び
親
会
社
（
特
定
目
的
会
社
の
総
特
定
社
員
の
議
決

権
の
過
半
数
を
有
す
る
者
を
い
う
。
）
の
株
主
又
は

社
員
の
名
簿

六
　
役
員
が
新
た
に
他
の
法
人
の
常
務
に
従
事
し
、
又

は
事
業
を
営
む
こ
と
と
な
っ
た
場
合
　
当
該
役
員
の

氏
名
又
は
名
称
並
び
に
当
該
他
の
法
人
の
商
号
若
し

く
は
名
称
及
び
業
務
の
種
類
又
は
当
該
事
業
の
種
類

を
記
載
し
た
書
面

２
　
管
轄
財
務
局
長
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合

（
法
第
二
百
三
十
条
第
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業

所
の
所
在
地
の
変
更
で
あ
っ
て
管
轄
財
務
局
長
の
管
轄

区
域
外
に
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
の
主
た
る
事
業
所
の

所
在
地
を
変
更
す
る
も
の
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
を
除

く
。
）
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
特
例
旧
特
定
目

的
会
社
登
録
簿
に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
管
轄
財
務
局
長
は
、
前
項
の
登
録
を
し
た
と
き
は
、

別
紙
様
式
第
八
号
に
よ
り
作
成
し
た
登
録
変
更
済
通
知

書
に
よ
り
届
出
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
の
移
管
）

第
十
六
条
　
管
轄
財
務
局
長
は
、
前
条
第
一
項
の
届
出
が

あ
っ
た
場
合
（
法
第
二
百
三
十
条
第
八
項
第
二
号
に
規

3



定
す
る
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
で
あ
っ
て
管
轄
財
務

局
長
の
管
轄
区
域
外
に
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
の
主
た

る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
も
の
の
届
出
が
あ
っ

た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
届
出
書
、
特
例
旧
特
定

目
的
会
社
登
録
簿
の
う
ち
当
該
特
例
旧
特
定
目
的
会
社

に
係
る
部
分
そ
の
他
の
書
類
及
び
当
該
特
例
旧
特
定
目

的
会
社
の
資
産
流
動
化
実
施
計
画
を
、
当
該
届
出
に
係

る
変
更
後
の
主
た
る
事
業
所
を
管
轄
す
る
財
務
局
長

（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
を
受
け
た
財
務
局
長
は
、

当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
登
録

簿
に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
財
務
局
長
は
、
前
項
の
登
録
を
し
た
と
き
は
、
別
紙

様
式
第
八
号
に
よ
り
作
成
し
た
登
録
変
更
済
通
知
書
に

よ
り
届
出
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
産
流
動
化
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
十
七
条
　
資
産
流
動
化
計
画
の
変
更
の
内
容
で
あ
っ

て
、
法
第
二
百
三
十
条
第
十
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る

内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
資
産
流
動
化
計
画
の
変
更
を
行
う
特
例
旧
特
定
目

的
会
社
に
よ
り
資
産
対
応
証
券
の
取
得
の
申
込
み
の

勧
誘
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
時
点
で
の
変
更

二
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る

特
定
資
産
の
管
理
及
び
処
分
に
係
る
業
務
の
受
託
者

の
商
号
又
は
名
称
の
変
更
そ
の
他
の
特
例
旧
特
定
目

的
会
社
の
意
思
に
よ
ら
な
い
事
象
の
発
生
を
原
因
と

す
る
形
式
的
な
変
更

三
　
資
産
流
動
化
計
画
に
従
っ
た
優
先
出
資
の
発
行
に

係
る
第
六
条
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
に
従

い
行
わ
れ
た
変
更

四
　
資
産
流
動
化
計
画
に
従
い
発
行
し
た
優
先
出
資
、

特
定
社
債
及
び
特
定
約
束
手
形
に
係
る
消
却
又
は
残

余
財
産
の
分
配
及
び
債
務
の
履
行
を
完
了
し
た
場
合

に
お
け
る
計
画
期
間
の
短
縮

（
承
認
を
必
要
と
す
る
資
産
流
動
化
計
画
の
変
更
）

第
十
八
条
　
資
産
流
動
化
計
画
の
変
更
の
内
容
で
あ
っ

て
、
法
第
二
百
三
十
条
第
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る

一
般
投
資
者
の
保
護
に
反
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も

の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
資
産
流
動
化
計
画
に
第
五
条
第
四
号
イ
及
び
ロ
に

掲
げ
る
手
続
の
記
載
又
は
記
録
が
あ
り
、
当
該
手
続

（
法
第
二
百
三
十
二
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
定

款
の
変
更
を
除
く
。
）
が
終
了
し
て
い
る
場
合
に
お

け
る
計
画
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
（
資
産
流
動
化
計

画
に
従
い
発
行
し
た
優
先
出
資
、
特
定
社
債
及
び
特

定
約
束
手
形
に
係
る
消
却
又
は
残
余
財
産
の
分
配
及

び
債
務
の
履
行
を
完
了
し
た
場
合
に
お
け
る
計
画
期

間
の
短
縮
を
除
く
。
）

二
　
資
産
流
動
化
計
画
に
第
十
二
条
第
十
号
ロ
及
び
ハ

に
掲
げ
る
手
続
の
記
載
又
は
記
録
が
あ
り
、
当
該
手

続
（
法
第
二
百
三
十
二
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る

定
款
の
変
更
を
除
く
。
）
が
終
了
し
て
い
る
場
合
に

お
け
る
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
総
額
、
第
七
条

第
一
号
に
規
定
す
る
総
額
、
第
八
条
第
一
号
に
規
定

す
る
限
度
額
、
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
限
度
額

又
は
借
入
限
度
額
の
増
減

三
　
そ
の
他
そ
の
変
更
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る

す
べ
て
の
資
産
対
応
証
券
保
有
者
等
の
自
ら
の
判
断

に
基
づ
い
た
そ
の
変
更
に
係
る
事
前
の
承
諾
（
資
産

流
動
化
計
画
に
当
該
資
産
流
動
化
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
す
べ
て
の
資
産

対
応
証
券
保
有
者
等
の
自
ら
の
判
断
に
基
づ
い
た
そ

の
変
更
に
係
る
承
諾
が
得
ら
れ
て
い
る
と
み
な
す
た

め
の
要
件
の
記
載
又
は
記
録
が
あ
り
、
当
該
要
件
が

満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
が
得
ら
れ
て
い

る
事
項

（
承
認
の
申
請
）

第
十
九
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
十
八
項
第
二
号
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
例
旧
特
定

目
的
会
社
は
、
別
紙
様
式
第
九
号
に
よ
り
作
成
し
た
承

認
申
請
書
に
前
条
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
手
続
が
行
わ

れ
又
は
事
前
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
第
十
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
承
認
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
変
更
後
の
特
定

資
産
管
理
委
託
等
契
約
書
案
を
含
む
。
）
を
添
付
し
て
、

管
轄
財
務
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
管
轄
財
務
局
長
は
、
前
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
別
紙
様
式
第
十
号
に

よ
り
作
成
し
た
承
認
通
知
書
に
よ
り
承
認
申
請
者
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
管
轄
財
務
局
長
は
、
当
該
変
更
の
承
認
を
拒
否
し
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
紙
様
式
第
十
一
号
に
よ
り
作

成
し
た
承
認
拒
否
通
知
書
に
よ
り
承
認
申
請
者
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
産
流
動
化
計
画
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
金
融
庁
長
官
に
し
よ
う
と
す
る
特
例
旧
特
定

目
的
会
社
は
、
別
紙
様
式
第
十
二
号
に
よ
り
作
成
し
た

資
産
流
動
化
計
画
変
更
届
出
書
に
、
当
該
変
更
届
出
書

の
写
し
一
通
を
添
付
し
て
、
管
轄
財
務
局
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
資
産
流

動
化
計
画
の
変
更
の
登
録
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
の
届
出

が
あ
っ
た
場
合
（
法
第
二
百
三
十
条
第
八
項
第
二
号
に

規
定
す
る
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
で
あ
っ
て
管
轄
財

務
局
長
の
管
轄
区
域
外
に
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
の
主

た
る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
も
の
の
届
出
が

あ
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
項
の
届

出
が
あ
っ
た
場
合
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
計
画
に
係
る
業
務
の
終
了
の
届
出
）

第
二
十
一
条
　
法
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
金
融
庁
長
官
に
し
よ
う
と
す
る
特
例
旧
特
定

目
的
会
社
は
、
別
紙
様
式
第
十
三
号
に
よ
り
作
成
し
た

業
務
終
了
届
出
書
を
管
轄
財
務
局
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
そ
の
資
産
流
動
化
計
画
に
優
先
出
資
の
消
却
を
行
う

旨
の
定
め
の
あ
る
第
二
種
特
定
目
的
会
社
が
、
優
先
出

資
の
消
却
を
完
了
し
た
場
合
に
は
、
前
項
の
業
務
終
了

届
出
書
に
、
新
資
産
流
動
化
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
社
員
総
会
の
承
認
を
受
け
た
貸
借
対
照

表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
業
の
届
出
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
二
十
九
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
金
融
庁
長
官
に
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別

紙
様
式
第
十
四
号
に
よ
り
作
成
し
た
廃
業
届
出
書
に
、

特
例
旧
特
定
目
的
会
社
で
あ
っ
た
者
が
同
条
第
二
項
の

登
録
に
係
る
資
産
流
動
化
計
画
に
基
づ
く
業
務
を
結
了

す
る
方
法
を
記
載
し
た
書
類
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し

て
、
同
項
の
登
録
を
し
た
管
轄
財
務
局
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定

に
よ
り
解
散
し
た
場
合
　
裁
判
所
が
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
者
を
破
産
管
財
人
と
し
て
選
任
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
面
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

二
　
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定

以
外
の
事
由
に
よ
り
解
散
し
た
場
合
　
清
算
人
に
係

る
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
の
登
記
事
項
証
明
書
又
は

こ
れ
に
代
わ
る
書
面

（
事
業
報
告
書
の
様
式
等
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
百
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り

同
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と

さ
れ
た
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
が
新
資
産
流
動
化
法
第

二
百
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
事
業
報
告
書

は
、
別
紙
様
式
第
十
五
号
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
事
業
報
告
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
特
例
旧

特
定
目
的
会
社
は
、
当
該
報
告
書
に
新
資
産
流
動
化
法

第
百
二
条
に
基
づ
き
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
事
業
報
告
、
利
益
処
分
計
算
書
又
は
損
失
処
理

計
算
書
、
社
員
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
注
記
表
並
び

に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
を
添
付
し
て
、
管
轄
財
務
局

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
告
の
方
法
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
百
三
十
三
条
第
四
十
三
項
の
規
定

に
よ
る
監
督
処
分
の
公
告
は
、
官
報
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
標
準
処
理
期
間
）

第
二
十
五
条
　
管
轄
財
務
局
長
は
、
法
、
令
及
び
こ
の
府

令
の
規
定
に
よ
る
登
録
、
承
認
又
は
変
更
登
録
に
関
す

る
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
二
箇
月
以
内

に
、
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
期
間
に
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を

含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
請
を
補
正
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

二
　
当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
の
内
容
を
変
更

す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

三
　
当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
に
係
る
審
査
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
追
加
す
る
た
め
に
要
す

る
期
間

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
会
社
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
九
日
内
閣
府
令
第

六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
五
日
内
閣
府
令

第
七
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
十
二
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
一
六
日
内
閣
府

令
第
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
資
本
市
場
及
び
金
融
業
の
基
盤

強
化
の
た
め
の
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行
す

る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
六
日
内
閣
府
令
第

四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
及
び

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和

条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入

国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
（
以
下
「
入
管
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
銀
行
法
施
行

規
則
第
三
十
四
条
の
三
十
四
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
の

十
四
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
信
用
金
庫
法

施
行
規
則
第
百
四
十
条
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
八
十
条
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
信

託
業
法
施
行
規
則
第
五
条
第
二
項
、
第
十
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
貸
金
業
法
施
行
規
則
第
四
条
第
二
項
及

び
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
前
払
式
支
払
手
段
に
関
す
る
内
閣
府
令
第

十
一
条
及
び
第
十
六
条
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
資
金
移
動
業
者
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
六
条
、

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
資
産
の
流
動
化
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
九
条
第
一
項
、
第
十
五
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
百
八
条
第
二
項
及
び
第
二
百
十

五
条
並
び
に
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
会
社

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
特
例
旧
特
定
目
的
会
社
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
外
国
人

登
録
証
明
書
関
係
の
改
正
規
定
」
と
総
称
す
る
。
）
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
在
留
者
（
入
管
法
等
改
正

法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）

第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
を
い
う
。
）

が
所
持
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
又
は
特
別
永
住
者

（
入
管
法
等
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱

し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三

年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
を
い

う
。
）
が
所
持
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
入
管
法

等
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
期
間

又
は
入
管
法
等
改
正
法
附
則
第
二
十
八
条
第
二
項
各
号

に
定
め
る
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
外
国
人
登
録
証
明
書
関

係
の
改
正
規
定
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永

住
者
証
明
書
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
一
日
内
閣
府
令
第

九
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
紙
様
式
第
１
号
（
第
１
５
条
第
１
項
関
係
）

別紙様式第１号（第15条第１項関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

 （第１面） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

届出者 登録番号    財務（支）局長（  ）第 号 

（郵便番号     ） 

住  所  

電話番号（  ）  － 

商  号 

代表者の
氏  名 ㊞

変  更  届  出  書 

 下記事項について変更しましたので、会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第230条第

17項の規定により届け出ます。 

記 

変 更 年 月 日 

変  更  に  係  る  事  項 

変 更 後 変 更 前 

（記載上の注意） 

１．「変更に係る事項」は、それぞれの変更事項について、変更前及び変更後の事項を記載すること。 

  なお、第１面に記載しきれないときは、当該様式の例により作成した書面に記載し、第１面の次に添付す

ること。 

２．第２面以降は、届出をする特例旧特定目的会社に係る特例旧特定目的会社登録簿の当該変更に係る事項を

記載した頁に換えるべきものとして作成すること。 

３．婚姻により氏を改めた者においては、婚姻前の氏名を「変更後」欄に括弧書きで併せて記載することがで

きる。 

別
紙
様
式
第
２
号
（
第
１
５
条
第
１
項
第
３
号
ロ
関
係
）

別紙様式第２号（第15条第１項第３号ロ関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

国       籍  

国籍の属する国にお
ける住所又は居所 

日本における住所  

氏       名  ○印

（通称     ）  

生 年 月 日  

誓     約     書 

 私は、会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第233条第40項第1号ロ(２)及び(３)に該

当しないことを誓約します。 

（記載上の注意） 

 署名及び押印は、役員又は重要な使用人本人が行うこと。 

5



別
紙
様
式
第
３
号
（
第
１
５
条
第
１
項
第
３
号
ハ
・
同
項

第
４
号
関
係
）

別紙様式第３号（第15条第１項第３号ハ・同項第４号関係） 

（日本工業規格Ａ４） 

役 員 等 の 履 歴 書 

（ふりがな）

氏  名  

現 住 所

（郵便番号     ） 

電話番号（  ）  － 

役 職 名  生 年 月 日   年  月  日生（満  歳） 

職
歴
及
び
兼
職
状
況

期 間 内 容 

自  年  月  日 

至  年  月  日 

賞

罰

等

年 月 日 賞 罰 等 の 内 容 

上記のとおり相違ありません。 

  年  月  日 氏 名 ○印

（記載上の注意） 

１．「役員等」とは、法第230条第８項第３号に規定する役員、会計参与（法人である者を除く。以下この様式

において同じ。）及び重要な使用人をいう。 

２．「職歴及び兼職状況」は、最終学歴以後の職歴及び兼職状況を簡記すること。 

３．「賞罰等」は、役員又は重要な使用人については、法第233条第40項第１号ロ（4）及び（5）に係るものは

すべて記載し、行政処分については、同号ロ（6）に係るもののみを記載すること。また、会計参与について

は、資産の流動化に関する法律第71条第２項において読み替えて準用する会社法第333条第３項第２号及び第

３号に係るものはすべて記載すること。 

４．署名及び押印は、役員、会計参与又は重要な使用人本人が行うこと。 

別
紙
様
式
第
４
号
（
第
１
５
条
第
１
項
第
３
号
ニ
関
係
）

別紙様式第４号（第15条第１項第３号ニ関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

商  号  

代表者の
氏  名  ○印

誓     約     書 

 当社は、会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第233条第40項第1号イ及びロ(1)から

(6)までのいずれにも該当しないことを誓約します。 

別
紙
様
式
第
５
号
（
第
１
５
条
第
１
項
第
４
号
関
係
）

別紙様式第５号（第15条第１項第４号関係） 

（日本工業規格Ａ４） 

沿   革 

（ふりがな）

名    称

（ふりがな）

代表者の氏名

住 所

（郵便番号     ） 

電話番号（  ）  － 

設 立 年 月 日

設 立 の 経 緯

設

立

後

の

沿

革

年 月 沿 革 の 内 容 

賞

罰

等

年 月 日 賞 罰 等 の 内 容 

上記のとおり相違ありません。 

  年  月  日 代表者の氏名 ○印

（記載上の注意） 

１．「住所」は、主たる事務所の所在地を記載すること。 

２．「賞罰等」は、資産の流動化に関する法律第71条第２項において読み替えて準用する会社法第333条第３項

第２号及び第３号に係るものはすべて記載すること。 
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別
紙
様
式
第
６
号
（
第
１
５
条
第
１
項
第
４
号
関
係
）

別紙様式第６号（第15条第１項第４号関係）  

（日本工業規格Ａ４） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

住所又は所在地 

名     称   

氏     名 ㊞

                       （法人にあっては、代表者の氏名） 

誓     約     書 

〔
私

当法人〕は、資産の流動化に関する法律第71条第２項において読み替えて準用する会社法第333条

第３項各号に該当しないことを誓約します。 

（記載上の注意） 

 会計参与が公認会計士又は税理士の場合、署名及び押印は、本人が行うこと。 

別
紙
様
式
第
７
号
（
第
１
５
条
第
１
項
第
５
号
関
係
）

別紙様式第７号（第15条第１項第５号関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

１．特定社員の名簿 

(Ａ) 発行済特定出資の総額 
口 

百万円 

氏 名 又 は 名 称 (Ｂ) 保有する特定出資の金額 割合（Ｂ／Ａ） 

 口 

 百万円 ％

計 
口 

百万円 ％

（記載上の注意） 

保有する特定出資の金額の多い順序に従い５名（法人を含む。）について記載すること。 

２．親会社の株主又は社員の名簿 

（ふりがな） 

商 号  

（ふりがな） 

代 表 者 の 氏 名  

住 所  

(Ａ) 総株主又は総社員の議決権の数
個 

氏 名 又 は 名 称 (Ｂ) 保有する議決権の数 割合（Ｂ／Ａ） 

         個 ％

（記載上の注意） 

１．「議決権」には、親会社が株式会社である場合、株主総会において決議をすることができる事項の全部につ

き議決権を行使することができない株式についての議決権を除き、会社法第879条第３項の規定により議決権

を有するものとみなされる株式についての議決権を含むものとする。 

２．保有する議決権の数の多い順序に従い２名（法人を含む。）について記載すること。 

３．他人の名義をもって保有しているものがある場合は、合算した議決権の数を記載するとともに、その割合

7



を括弧書きで記載すること。 

別
紙
様
式
第
８
号
（
第
１
５
条
第
３
項
・
第
１
６
条
第
３

項
・
第
２
０
条
第
２
項
関
係
）

別紙様式第８号（第 15 条第 3項・第 16 条第 3項・第 20 条第 2 項関係）

（日本工業規格Ａ4）

文  書  番  号 

                                                               年    月   日 

（商    号） 

（代表者の氏名）    殿 

                        財務（支）局長             □印

登  録  変 更 済 通  知  書 

    年  月  日付で届出があった事項の変更については、   年   月   

日付で特例旧特定目的会社登録簿に登録したので通知する。 

別
紙
様
式
第
９
号
（
第
１
９
条
第
１
項
関
係
）

別紙様式第９号（第19条第１項関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

（郵便番号     ） 

申請者 住  所  

電話番号（  ）  － 

商  号  

代表者の
氏  名  ○印

承  認  申  請  書 

 会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第230条第19項の規定により、同条第18項第２号

の規定による変更の承認を申請します。 

変更に係る事項 変更の承認を申請するに至った事情 

変更後 変更前 理    由 資産流動化計画に記載され、

又は記録された変更に係る手

続とその履行状況（第18条第

１号又は第２号に該当する場

合） 

すべての利害関係人の承諾が

得られている場合にはその旨

及びその手続（第18条第３号

に該当する場合） 

（記載上の注意） 

 「変更に係る事項」は、承認を受ける必要のある資産流動化計画の変更予定事項について、変更前及び変更

後の事項を記載すること。 

 なお、上記に記載しきれないときは、当該様式の例により作成した書面に記載し、次に添付すること。 
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別
紙
様
式
第
１
０
号
（
第
１
９
条
第
２
項
関
係
）

（日本工業規格Ａ４） 

別紙様式第 10 号（第 19 条第２項関係） 

文  書  番  号 

                                                               年    月  日

（商    号） 

（代表者の氏名）  殿 

                             財務（支）局長            □印

承  認  通  知  書 

    年  月  日付で申請があった事項の変更については、承認したので通知する。 

別
紙
様
式
第
１
１
号
（
第
１
９
条
第
３
項
関
係
）

別紙様式第 11号（第 19条第３項関係）

（日本工業規格Ａ4） 

文  書  番  号 

                                                               年    月   日 

（商    号） 

（代表者の氏名）    殿 

                        財務（支）局長             □印

承  認  拒  否  通  知  書 

     年  月  日付で申請のあった資産流動化計画の変更の承認については、下記理由

により拒否したので通知する。 

  なお、この処分について不服があるときには、この処分があったことを知った日の翌日から

起算して 60 日以内に金融庁長官に対して行政不服審査法（昭和 37 年法律第 160 号）に基づく審

査請求をすることができる。 

また、この処分について訴訟により取消しを求めるときには、この処分があったことを知った

日から 6ヶ月以内に国を被告として行政事件訴訟法（昭和 37 年法律第 139 号）に基づく処分の

取消しの訴えを提起することができる。 

記 

拒否理由 
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別
紙
様
式
第
１
２
号
（
第
２
０
条
第
１
項
関
係
）

別紙様式第12号（第20条第１項関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

 （第１面） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

届出者 登録番号    財務（支）局長（  ）第 号 

（郵便番号     ） 

住  所   

電話番号（  ）  － 

商  号 

代表者の
氏  名 ㊞

資 産 流 動 化 計 画 変 更 届 出 書 

 下記事項について変更しましたので、会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第230条第

21項の規定により届け出ます。 

記 

変 更 年 月 日 

変 更 に 係 る 事 項 変更事項の区分 変 更 の 手 続 

変 更 後 変 更 前 

（記載上の注意） 

１．「変更に係る事項」は、それぞれの変更事項について、変更前及び変更後の事項を記載すること。 

  なお、第１面に記載しきれないときは、当該様式の例により作成した書面に記載し、第１面の次に添付す

ること。 

２．「変更事項の区分」には、当該変更が第17条各号又は第18条各号のいずれに該当するかを記載すること。 

３．「変更の手続」には、それぞれの変更事項について、変更を決定するまでに要した特例旧特定目的会社内外

の手続（資産流動化計画に定められた確定の手続、利害関係を有する資産対応証券保有者等の事前の承諾の

手続、内閣総理大臣による資産流動化計画変更の承認、定款変更のための社員総会の決議等）を記載する。 

４．第２面以降は、届出をする特例旧特定目的会社に係る特例旧特定目的会社登録簿の当該変更に係る事項を

記載した頁に換えるべきものとして作成すること。 

別
紙
様
式
第
１
３
号
（
第
２
１
条
第
１
項
関
係
）

別紙様式第13号（第21条第１項関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

届出者  （郵便番号      ） 

住  所  

電話番号（  ）  － 

氏  名  ㊞

業 務 終 了 届 出 書 

 下記の事由に該当することとなりましたので、会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

第234条第１項の規定により届け出ます。 

記 

資産流動化計画に係る業務を終了した特例旧特定目的会社の商号 

登 録 番 号 

資産流動化計画に係る業務の終了年月日 

業務終了の態様 

当該業務終了後に新たな資産流動化計画に基づく資産の流動化に係る業務を行うことを予

定する場合はその旨 

届出者と特例旧特定目的会社との関係 

（記載上の注意） 

 「業務終了の態様」は、法第234条第１項に規定する計画に係る業務の終了（優先出資の消却又は残余資産の

分配並びに特定社債及び特定約束手形に係る債務の履行の完了）の具体的態様を記載すること。 

 なお、その理由を併せて記載すること。 
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別
紙
様
式
第
１
４
号
（
第
２
２
条
関
係
）

別紙様式第14号（第22条関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

  年  月  日 

財務（支）局長 殿 

届出者  （郵便番号   ） 

住  所  

電話番号（  ）  － 

氏  名  ㊞

廃 業 届 出 書 

 下記の事由に該当することとなりましたので、会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

第230条第29項の規定により届け出ます。 

記 

廃業した特例旧特定目的会社の商号 

登 録 番 号 

該当事由発生年月日 

該 当 事 由 

届出者と特例旧特定目的会社との関係 

（記載上の注意） 

 「該当事由」は、法第230条第29項各号に規定する事項のうち、該当する事由の号の番号を記載すること。な

お、同項第２号に該当する場合は、その理由を併せて記載すること。 

別
紙
様
式
第
１
５
号
（
第
２
３
条
第
１
項
関
係
）

別紙様式第15号（第23条第１項関係） 

 （日本工業規格Ａ４） 

 （第１面） 

第   期 事 業 報 告 書〔
  年  月  日から

〕  年  月  日まで

  年  月  日提出 

登録番号 財務（支）局長（  ）第 号 

商  号   

住  所   

代表者の役職名・氏名  ㊞

１．業務開始年月日 

２．当期の業務概要 

３．社員総会の決議事項の要旨 

４．役員、会計参与及び使用人の状況 

役員及び会計参与 
使  用  人 合    計 

常    勤 非 常 勤 小    計 

名 名 名 名 名 

（記載上の注意） 

１．「業務開始年月日」は、特定資産の流動化に係る業務の開始年月日を記載すること。 

２．「当期の業務概要」は、特定資産の流動化に係る業務の概要を記載すること。 

３．「社員総会の決議事項の要旨」は、すべての決議事項の要旨を記載すること。 
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 （第２面） 

５．事業所の状況 

名 称 所 在 地 設 置 年 月 日
役員、会計参与及

び 使 用 人
備 考

主たる事業所     

計    店   計 名

（記載上の注意） 

１．「事業所」とは、特定資産の流動化に係る業務を営む者が一定の場所で当該業務の全部又は一部を継続して

営む施設をいい、これを主たる事業所及び従たる事業所に区分すること。 

(1) 主たる事業所とは、特定目的会社登記簿上の本店をいう。 

(2) 従たる事業所とは、支店又は出張所等の名称の如何を問わず、主たる事業所以外の事業所をいう。 

２．「名称」は、主たる事業所及び従たる事業所をそれぞれ区分して記載すること。 

３．「役員、会計参与及び使用人」は、事業所における特定資産の流動化に係る業務に従事する者の数を記載す

ること。

 （第３面） 

６．資金調達と特定社債の償還の状況

（単位：千円） 

資金調達の方法 特定資産の譲渡
新たな特定 

社債の発行 

特定約束手形 

の 発 行 
借入れ 期中合計

調達された資金

当該調達された

資金のうち特定

社債の償還に充

てられた金額 

（記載上の注意） 

１．「調達された資金」は、「資金調達の方法」の行われた時点にかかわらず、当期中に調達された資金額を記

載すること。 

２．「当該調達された資金のうち特定社債の償還に充てられた金額」は、「調達された資金」のうち当期中に特

定社債の償還に充てられた金額を記載すること。 
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